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緒 言

従jlﾓ名古屋営林局で使用してきた立木材枇表は，形数法による和|NⅡ劃次郎博士の鯛裂きれ輝もので，材概

表の数'111は，実材積より過大な値遊与へている，と云う実行者の批判があり，その再検討が要求されてい

た。

一万林野庁においてば，各1ri1便1M11:1の立木材概表を検討する計画がもたれ，IllEl和30年９月「主要樹駆立木

材祇斐iiM製要綱」が成案され，当同においては，この要綱に繋づき茂料の収集を開始し，現枇においては，

天然生ヒノキ，サワラ，ヒパ，スギ人工林，ヒノキ人工|;|(の４表を綱製完了し，うちスギ人エ林，ヒノキ人

工林の２表は，１１日和34年度より適川する迎ぴとなった。

広莱樹については，昭和32年皮より盗料収染を開始し，営林署へ収災依頼したもの，当局担当風によって

収架し尤もの合せて1927本を得た。

そこで，調製鞍､iに現行立木材jK1I表の適否を検討することが先決と思われるので，収染した寅料に基づ

き，１０c"J直径級毎に樹高階毎の平均i除材削と，現行材職表材馴とを，グラフに図示するという簡易な方法

で，その適合状態を見れば，第１図の如く胸高直径30‘"lを｢|卯心として，＿'二下いづれも材積表材概が過大な

傾向にあり，現在の立木材譲表は，適用しがたいことが判明した。

この結果広葉樹立木材積表を調製する迎ぴとなったが，作成に際し多くの資料収集に当られた管内関係

営林署の各位，調整方法につき指導を得た林業試験場測定研究霊長，大友栄松氏同室関係々貝に対し満腔

の謝意を表する。
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名古屋営林局

広葉樹立木材積表調製説明書

Ｉ資料収集地域の概要

当１ｺ管内はⅢ我が国唯西のほぼ''1央に位置し，国有林面積は約266,000Aαで，総誰敬は約26,084,0001113，

うち広葉樹は，約12,721,000'''3，これを林種別に見ると，天然林約22,760,000"Z:１，人工|i,|《約3,324,000,3で

あるｃ

これら国有林には，海抜3,000'''を1)i後する飛騨l[I脈，御岳，白11I々系醗があり，轡内を南北に分ける飛

騨高原が表，奥日本の分水微をなしている。

管内国有林の大部分は，温帯に属し，海抜1,500～1,800ｍ以上の商111には，ドウヒ,，シラベ，コメツガ等

が分布し，低山地帯には，カシ，シイ等暖帯性樹種が見られろ。

広葉樹の多くは，虫日本側に分布し，全蓄積の86形を占め，ブナ純林をなす処８あり，ナラ，カバ，ミズ

メなど，樹令150～300年の過熱天然林が多い。

管内広葉樹蓄積をZi《せば次の通りである。

座薬樹樹 種別蓄積表 昭和31年３月31日現在第１表

“Ⅷ|㈱Ⅷ|繩
’千"’３

識|…ﾙﾐ｜“

樹顧｜蓄秘｜樹極｜蓄積樹 秘

干加３

２０

千"2３

プ カツ シナノキナ フ

5３ 778 6４ センノキリ 力 ホ ホ ２ン（ク

その他広’２８１３3９ズメ サク２

、
』
、力 シ フ

キハダ 計６ ２835 ハンノキ 】２７２１ラﾌー

－ｆ

う゛ ３ デ１２４６カエイ シシ

チ１１７０５ ７キロノキ ケイド

Ⅱ地域決定の根拠

管内は大きく南北に分れ，同一胸高直径，同一樹高をもつ樹木であって１６，その立地条件の相違によって

その形状，材樹が異なるものと思われる。その蓄積の86形は北部にあり南部は随か14影にすぎないが，一応

座〈管内広葉樹を対象として木材積表を調製した。

●
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Ⅲ資料収集と調査方法

管内分布地域のうち，普通林地全般に亙り，立木処分地，直営生産個所等をも利用し収集したが,新城営

林署部内で収集した資料は測定方法の相違からして資料から除いた。階層別においては，計iilli的に，ほぼ同

本数に近づける為，特に高径級においては，単木的に収集補充した。

資料木は，胸高直径４ｃｍ以｣｣のものを，各直径階別に亘って，調製要綱に基づき調査測定した．

Ⅳ資料の整理

収集した資料を収まとめれば次の通りである。

資料収集位置図･……･…･…………………………………第２図

地況林況一覧表･………･……･･………･……･･…………..第２表

営林署別樹廠別直径級別本数表．.……………………･…第３表

樹高階直径階別本数･…………………･･…………………第４表

調査個所一覧表･………………………………………･…･第５表

営林署別直径階別本数表……………………,.………･…第６表

Ｖ材積表の鯛製

ｔ調製方法の決定

㈹樹煎区分

広葉樹には，多くの樹種と多顧多様な樹型をもっている上に，同一樹顧でありながら，立地条件，周囲の

状態，樹令等によって，その樹型も異ると云った変型性を帯びている為，樹駆毎の表を作成することは，到

底不可能なので〆使用面をも考慮し樹型を主体とし区分の考究をした。

樹型の区分について近藤助氏は，羽状型，箒状型の二つに大別しているが，当局管内に分布するものでこ

の型に属する代表的樹顧を揚げれば，羽状型に，サワクルミ・ホホノキ・ケヤキ，箒状型に，ブナ・ナラが

比較的判然として区分することができる。

しかし，他樹種の区分については，外観的に幹が通直で，主幹の判然とするものを羽状型，その他のもの

は箒状型として区分し，材績表調製上ここではiii者をサワクルミ群，後者をブナ，ナラ群として検討した。

何実験式の決定

材積表は簡潔でしかも客観的なもので，正確さをもたねばならないIFは論を待たないが,調製方法中で

も，或る程度主観の入らない方法を選出しなければならない。この意味から最小二乗法による方法は，使用

する式の選定においてⅢ或る程度の主観は免れないが，現在までの調製方法を見るにその多くはこの方法

を採用している為，ここでもこの方法による事とし，一般材積式として，山本和瀧博士の使用された，







満古屋営林局広葉樹立木材欄表調製説明謝 ５

ｓｘｚｙ ｓｙ２ｓｘ１ｙ

949.433495894386.479829041900 218.719320232279

263.660180436103.l2545B820949 66二620○30801914

このlidから１回|ﾙi}係数を計'１１:する。

区分 ｂ， ｂ２

ブナ，ナラ群 0.9784408823071.889251679477

サワクルミ群 1.905402032089 0.990727936675

よって得られたＹの推定式

八－

Ｙ＝Ｙ－Ｉ－ｂｊ（Ｘｊ－Ｘｉ）-1-ｂ醤（Ｘ習一Ｘ２）

から，２群の推定式は次のｊｍｂとなる。

推 定 式

八

Ｙ＝=-1.275047＋1.889Z52X1-卜0.97844ｌｘ２ I式

八

Ｙ＝－１．３１１４３５－卜1.905402Ｘ,＋0.990728Ｘ。 Ｚ式

次に回帰に帰因する平方和等計算すれば，

sl2区分 Ｓｄｙｘｕｘ２２ ｓｙｘｌｘ３Sｙｘ１ｘ２２

ブナ，ナラ１１１分944.l6159076705Il5.271905127725 0.058873410.003466078322

サワクルミ群1262.49778445515211.162395981173 0.002905989953 0.05390723

但し，

ｓｻﾞ＝|回帰に帰因する平方和

Ｓｄｙｘｌｘ圏習＝lzl冊からの偏篭平方和

ｓｙｘＩｘ遡蟄＝推定誤譲の分ＩＩｋ

ｓｙｘ１ｘ２＝概噸誤鑛

2．資料の吟味

収集したYf料の'1:'には，測定の誤り，；材積計算上の誤り，いちじるしく一般的傾向から外れた異状な材積

を有する‘の等が混入しているものと考え，これ等の資料を除外するため，Ｌ２式により，個々の幹材穣の
八

推定値を求め，｜f1lii}からの偏差（Ｙ－Ｙ）の絶対値が棄却式で求めたlidよ')大なるものは莱却することとし
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に。この結果は，第７表の通りであｂ，棄却式は次の通り。

Ｅ…一t､Syx,蕊凰{1-〔,'､+C,!(X1-X,)鬮十C:(X:_X圏)霞十zC1鰯(X瓜!)(X(2)〕})‘
但し，

ＥｙｘＩｘ２＝棄却限界伽（有懲水準１％）

ｔ＝Studentのｔ分布のｔの値

ｓｙｘＩｘ遡＝標準誤差

Ｃｌ,.Ｃ13.Ｃ”＝Ｃ常数

Ｘ,.Ｘ2＝Ｘ,.Ｘ鰹のWii均１．

３．棄却済後の材積式の再計算

棄却水21本を除いた賢料1906本にもとずき，ii9和，平方和，IqlIii}に帰因する平方il;Ⅱ等計猟すれば次の通り

である。

分 Ｓｘ１ｘ聖区 SｘＩ２ Ｓｘｏ蟹 ｓｘ１ｙ

;」
ブナ，ナラ群’157.840974543110155.606448757032185.4387940153441382.327645636765

サワクルミ群140.2936301628491］7.725155710918124.81268l6576481lDL499I20480978I

ｓｙｚ s’２ Sdyx1x辿gｌＳｙｘ１ｘＺｉｌｌＳｙｘ２ｘとsｘ２ｙ

216.1970937158401939.O90485l263661935.2182134313.872271701000025695210.05069043

64.9519291367261259.''68784757881258.1275802410.9892982410.0025173010.05017270

ｂ， ｂ，

１週…｜…"．
1.9023030711.00144049

よって材樹式は次の通りとなる。

区分 職村 式

八

Ｙ==-1.282526＋1.887548Ｘ,＋0.9a77B7X2ブナ，ナラ群

Ａ

Ｙ二＝-1.319120＋1.902303Ｘ]÷１．OＯｌ４４０Ｘ２サワクルミ群

4．有意性の検定

㈹１m相関係数有意性の検定

麺欄MM係数有意性の検定を行なへぱ次の通りである。

③ブナ，ナラ群
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和｜平均平万
→一・

ﾉ］変動因｜自由度ｌ平

'一」 935.218211251467.60910563蹄回

0.0.256952搬定誤差 3.872273881５０７

．＿．＿｜

･…･…’体 1509企

Ｆ＝467.60910563/0.00256952＝181983.057衞難

⑪サワクルミ群

変動因｜自由度，平方和ｌ平均平方

鼎
）zSal27調O60112,063710301--＿

liil ２

0．００２５１７３０推定誤差 0.98929788393

蕊,J'…｡’体全 395

.’

Ｆ＝129.06379030/0.00251730＝51270.723鍔

検定の結果いずれも藩し<有意である。

（ﾛ）｜Ⅱl儲係数有意性の検施

liillii}係数有意性の検定を行なへぱ次の通ｂである。

区分 Ｃ2２ ｂ，ｓｙｘｌｘ２ Ｃ１ｌ

ブナ，ナラ群 0.05069043 0.03764343 0.10685229 L8B754760

サワクルミ群 1.902303070.408899290.05017Ｚ7０ 0.17987467

ｔ
ｂ、 Sｂｌ Ｓｂ型

ｂｌ/Ｓｂ， b型/Ｓｂｚ
ｆ§蓋

191.923 ５，`'ｻﾞＩ0.016569820.98778656 ０．００９８３４９１

螢詩

89.398

！:静

３１．２１４1.00144049 0.032083050.02127906

検定の結果は極めて有意であることがわかｂ，lijlllii)係数が零であると云う仮税は棄却され，この材枇式に

よっても差文へないことがわかる｡

5．樹種群間の比較

樹iWi群の分類は先にのべた通りであり，又，その材欄式も，、１１項において決定した。

しかし，２樹､n群を込みにし，同一１回|術)式で材倒の推定ができれば，それだけ計算の手間も省け，材賦表

の数も減るばかりか，尖1111二大きく簡略化され便利となる。この為，iiIj樹iWi群の１回ｉｿii}係数間の叢を検定す
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ろ。回帰分析を行なう前に，この２樹顧群間の分敬が一様であるかを確かめねばならない。

先づ，樹和ﾛ平方和，｜且1編に州因するＷｉ方和醗ﾊﾞﾄ節すれば次の通！〕である。

分｜本数’ｓｘｌｚ Ｓｘ２２ Ｓｘ１ｘ２区 ｓｘＩｙ

ブナ，ナラ群 1５１０157.84097454,55.60644876’ 85.43879402 382.32764564

3９６１40.29363016１７．７２５１５５７１サワクルミ群 24.81268166 01.49912048

ｌ
「
■

S鉈lSdyxjx』ｂ２ｓｙ２ ｂｕｓｘ２ｙ ｓｙｘ１ｘ２２
２

216.197093721939.090485131.8875476010.987786561935.2182134313.87227170 0.00256952

-－＿'

0.0025173064.951929141259.'168784811.9023030711.001440491258.]275802410.98929824

('0分散一様性の検定

４cノル以上について分散の検>とを行なへぱ．

分，ｌＬ１由j災平刀和，ＪＩＫ均平方区

ブナ，ナラ群 1５０７ 0.002569523.87227170

サワクルミ群 0.98929824 ｑＯＯ２５Ｉ７３０393

Ｆ＝000256952/0.00251730=LO207＜ＦＷＩ!(0.025)＝1.18

イj怠差なし
（ﾛ）回帰係数間の差の検定

４c,,`以上の分|M〔には有意差が認められなかったので，１回IAU}係数間の差の検定を行なう○先づ２群の倒

荊,，平方和を合計し]｜瓜帰係数を求める。

図Ｓｘ１２＝，98.13460470二Ｓｘ１ｙ＝483.82676612

エＳｘ．ｚ＝73.33160447二Ｓｘ２ｙ＝281.149Ｏ２２８６

ｚＳｘｌｘ２＝，10.25147568酉Ｓｙ２＝119820736361

簡略Doolttle法でln1Iliil係数をi;|・塊する。

ｂ２ １ｂ，『汁

，198.,3460470110.25147568483.8267661279221284650

２．73.33160447281.14902286464.73210301

3.,98.,3460470110.25147568483.8267661279221284650

４．，0.55644735２.“1909463.99835681

５．1,.9824630411.9249016123.90736465

６．0.995196191.99519619

7.bﾉｰ1.88813518

8ｂ・ノー0.99519619
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析表完成した分散分析衣子iiMi的分散分

変動因，日[１J度｜平方和｜平均平方変ｌｉｂ因 自由度 平方和

－－q

lIii｝ 全回帰 '193.3287745193.34579367 ２４

組回帰狐 差 0.01701916 0.0085095814.86156994900 ２

回jiiIiiI． 411193.34579367904 982073636

|誤差 1900,4.86156994’0.00255872

計 '90411198.20736361

F＝000850958/000255872=3.326鶚>FⅢ八・(005)=2.99

有意篭あり。

lnMi}係数ＩｉＭには有意差が認められ，２群は，一括することがI|i来ない結果となったが，６２Cl11以上につい

ては資料数が少<，バランスもとれていないから改めて62c"J以上を除いて検定して見ることとしﾌﾞﾆ。

レウ分散一様性の検定

4～60c"j徹径級について分lliの検定をする。

区分｜自由庇｜平方和｜平均平方

ナラ，ナラ群 1３９０ 3.50404613 0.00252090

サワクルミ灘 qOO247406373 0.92282576

Ｆ＝1.019＜ＦＷｌ(0,025)＝118

有恵鐙なし。

㈲lnMii}係数間の差の検定

4～60℃"jlM1の分放に有意差がなく，lnllii}係数間の差の検定をする。

祇和，jil2万和合計（4～60ｃｍ）

どＳｘｌ２＝161.01791003ｚＳｘ１ｙ＝398.38123195

ｺＳｘ２２＝65.52627883亘Ｓｘ２ｙ＝242.85075108

ＺＳｘ】ｘ２＝93.86839146」ｙＳｙ２＝1000.50250192

1Wi略Dooltt】ｅ法で回侃係数を求めろと

bﾉｰ1.90180167

ｂ2ノー0.98176928
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予備的分散分析表完成した分散分析表

10

変動因｜自由度ｌ平方和 変動因｜自由度｜平方和｜平均平方

回帰 全回帰４ 996007563003 ”6.06549925２

誤差 組回帰1７６３ 4.42687189 0.01013078 0.00506539２

計 回帰計1７６７
l00q502501921

４ 996.07563003

誤差’１７６３ 4.42687189 ０．００２５１０９９１

計 1000.502501921７６７

Ｆ＝2017＜FLA薊(005)=2.99

有意差なし。

㈱回帰常数間の差の検定

４～60c"』直径級の１回|帰係数間にも有意差が認められなかったので，回帰常数間の叢の検定を行なう。

２群を込みにした和，二乗和．積和，平方和等示せば次の通ｂ。

エＸ， ２Ｘ２直径級｜本数 ＺＹ zＸ１２

4～6０１］7６９１2314.54539912083.08581914158.78364713189.360341588653

ZＸ１Ｘ２ ＺＸ１Ｙ ＺＸ２ＹzＸ１２ 囚Ｙ２

2513513…,74312819.32482440104215831`867377111221514007660267032リ10777印3511,'０６６７

Ｓｘ２ｚ Sｘ１ｘ２ Ｓｘ１ｙＳｘ１２ sｘ２ｙ

161.02772201165.66079679193.83206121 398.36759952 242.90122712

八

ｓｙ２ｂ,〃 ｂ２〃ｓｙ２ Sｄｙｘ１ｘ２２１Ｓｙｘ１ｘ２２

1000.5214423611.9025898410.980452631996.0832943914.43814797000251311１

予備的分散分析表 完成した分散分析表

変動因｜自由度｜平方和 変勅因ｌ自由度｜平 和｜平均平方万

回帰 996 08329439回帰 ２2996.08329439

１
１
１

)組回帰間差

平面間差

0.01013078２
組回帰間差 0.01013078２

０００１１４５３０ ０．００１１４５３０
誤差 4.428017191７６４

不明原因’1763,4.42687189 0.00251099

計 1７６８ 1000.52144236

計 176811000.52144236
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Ｆ＝0.456＜FIF'`3(0.05)＝3.84

有意差なし。

以上検定の結果，４～60c"J直径級については，２群一括し，同一ＩＤ|帰式によっても差支えない１７が判lﾘｊ

した。

なお，６２℃"`以上についても，２群間の比較検定を試みﾌﾟﾆ。

（ヘリ分散一様性の検定（62Ｃｌ〃以上）

Ｆ＝1.22＜FhMqO25)＝L８５

有意差なし。

（ﾄ）ｌｎ１ｌｉ,}係数間の差の検定(62℃"J以上）

Ｆ＝L801＜Ｆ?(0.05)＝19.49

有意差なし。

倒恒Wii)幣数間の差の検定（62℃"8以上）

Ｆ＝1346＜Ｆ１;!(005)＝３９１

有意差なし。

この結果，６２Clﾙ以上についても，それぞれ有意差が認められず，同一回帰式によっても差支えない事が

わかった。

6．直径階別材預式の比較

材械表調製要綱に基づき，１０c'〃直径級毎の材積式を求め，統計的方法で差のない直径級は一括して，材

積式を求める。しかし６２℃'〃以上については，既説の通り除外しなければならない結果となった為，これを

除いた直径級につき検定することとした。

叉62Ｆ"J以上を一括して一つの直径級としたのは，７２Ｃｌ'1以上，８２c"&以上と云った質料が不足しﾌﾟﾆ為で

ある。

１oc''8直径級別，穏和，平方和等計節すれば次の通りである。

10ｃｍ直径階別積和，平方和

直径級｜本数 Ｓｘｌ２ Sｘ２２ ｓｙ２ Ｓｘ１ｘ２

４～1０ 37.94257197 ａ８４２ｌ７６３４４１１

１２～２０ 19.23318872 1.554457893８１

0.37294262２２～３０ 3８１ 8.664ﾌﾌﾌﾌ６

3.79263411 0.09308806３２～４０ 2８１

0.03463330４２～５０ 1959812351８４ １１４５３９８８４１０－８９７０１９０５

1.0974697010.02276890５２～６０ 1３１

1３７１0.3597698010.674344512.4904146310.15142543６２以上
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｜回１帰係数

ﾕ２

sｘ２ｙ bｌ ｂ２Ｓｘｌｙ

1.8520205210.8961750011.994885361４．２１８８０１７０

1.85780470 LO84483l66.736937675.98119978

1,013890523.25507697 2.048644652.20265157

1.95610007 0.950231370.73968185 1.54067246

1.86003919 0.990354100.30474677 0.95278584

0.46964408 2.06281605 0.995706570.141’７４８３

0.72590740 1.02599141０．９３２０１１９１ 158586466

10c柳直径階別回帰に帰因する平方和等

し…sｻﾞ Ｓｙｘ１ｘｇ２直径級 Ｓｄｙｘ１ｘ２２
■

４～１０ 37.08303033 0.85954164 0.00210672 0.04589901

18.41948276 0.81370596 0.00215266 0.046396771２～２０

0.85148022 0.00225259 0.O４７４６ｌ４６２２～３０ 7.81274204

0688174709 ０００３１７１７５ 0.056318292.910887023２～４０

4２～５０ 1.51043630 0.44937605 0.00248274 0.04982710

0.33862430 0.00264550 0.05143442５２～６０ 0.75884540

0.00285ＢＩＺ 0.053461390.38298752６２以上 2.10742711

㈹分散一様性の検定

③４～60｡〃直籠級について分散の検定を行なう。
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蘆“|･…|`扉團|…汕痙…|……’〃f「
｜

Ｉ

0.002450980.00210672-2.676393 -1091.9984256

４～lOlq859541641408

]２～２０１0.81370596’３７８ 0.002645500002152661-2.667024 -1008.1352988

0002645502２～３０ 0.85148022３７８ 0.00225259-2.647317 －１０００二6861284

0.0035,7121０．００３１７]751-2.4987013２～４０ 694.63887800.88174709, 278 [］

0.005524864２～５０ 0.002482741-2.605068 471.51745280449376051 １８１

0.002645501-2.577492
q…4301’2８

5２～６０ 329.919001610.00781250

4.1944752611751計 -4596.86518520.02467646

［ Zfr･JbgSyx1x22，図1/fｒ
ｑ２ ｆ

Ｓ２＝ｑ２/r＝4.19447526/1751＝OOO239547

f･jngS2＝1751(-2.6206093)＝-4588.6868843

Ｘ２＝〔f･ZogS2-図fr･JQgSyx1x22〕/Ｍ＝18.83123295

補正項C=,+訂Tfと１７〔型,fE-ｴﾉf〕=LOOO16O7O
鵲器

補正されたＸ２＝X2/Ｃ＝18.828＞Ｘ２（0.01）＝15,086

ｋ＝６－１＝５

有意差あり。

⑪４～30c加直径級について分散の検定を行なう。

ＺＳｄｙｘｌｘｌ＝2.52472782二1/fｒ＝0.OO774198

zfr･JQgSyxlx22＝-3100.7898528１／ｆ＝0.00085911

２fｒ＝１１６４

ｓ２＝0.00216901

ｆ･JogS2＝-3100.5914976

Ｘ２＝0.45672971

補正項Ｃ＝1.00114715

補正されたＸ２＝0.456＜Ｘ２(0.05)＝5.991

ｋ＝３－１＝２

有意差なし。

◎３２～60℃"'直径級について分散の検定を行なう。

検定の結果次の通りとなる。

補正されたＸ２＝3.630＜Ｘ２(0.05)＝5.991

ｋ＝３－１＝２

有意差なし。
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以上分放一梯性の検定において，４０～30Cl"，３２～60c"Ｉの２if(掻級の分倣が一様である結果が得られ，

これにつき，Iz1Ilii)係数111jの差の検定を行なう。

（ﾛ）回ｿii}係数|則の差の櫛と

⑧４～30c"'臓径級の１回llIii}係数１１９の差の検定を行なう先づii1和，平方和の合:1を示す。

どＳＸｌ２＝902138689二ＳＸｕｙ＝22.40345305

2Ｓｘ１ｘｚ＝5.76957685ｇＳｘ２ｙ＝21.98690000

．Ｓｘ２２＝11.45048796ｚＳｙ２＝65.83998295

簡略Doolttle法で|回11ii)係数をi;１．節する

ｂ８ ｂ。１計

１．9.021386895.7695768522.4034530537.19441679

211.4504879621.9869000039.20696481

３．9.021386895.7695768522.4034530537.19441679

４．10.639544332.483371274.12291560

５．7.760587807.6588986115.41948641

６．0.986896721.98689672

7.b／=1.85220707

８．ｂノー0.98689672

完成しブＥ分放分析淡子(Ｉｌｉ的分放分析表

変動因｜自由度｜平万和｜平均平方変、ｉ因｜目[tlUZ｜平方和

回（１） 全回帰 63.19463362６ ２63.31525513

誤差 回帰間差 ４ 0.l２０６２Ｉ５１１０．０３０１５５３８１１６４ 2.52472782

回帰計計 ６ 63031525513１１７０ 65.83998295

誤差 1１６４ 2.524727821０．００２１６９０１

計 65.839982851１７０

器砦

F＝13.903＞F1A.!(001)=3.32

有意鑑あり。

⑪４～20c"1旗経級のlnUii}係数|M1の差の検定

4～30p"LlIUに有意差が認められた為，４～20℃''↓について検jiとしﾌﾞﾆ。|ａと同雛な方法により。
静ＩＧ

Ｆ＝17.908＞Ｆ？;‘（001)＝4.62

有意篭あり。
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Ｃ１２～30℃"JIlfi径級のIUlAI)係数間の差の検定

號装

同様に，Ｆ＝4.731＞Ｆ『:⑥（0.01)＝4.62

有意麓あり。

ａ）３２～60U'〃ilL(襟級のlnllliT}係数間の差の検定

積和]jill方和を合計して，

２Ｓｘ１２＝0.53576730旦Ｓｘ１ｙ＝1.18560345

エＳｘｌｘ２＝0.15049026２Ｓｘ２ｙ＝2.96310238

笘Ｓｘ２２＝2.75125672図Ｓｙ２＝6.84991616

上記値を用い'Wi略Doolttle法で回jlii}係数を計算すれば，

b／=1.94020149

ｂｚノー0.97087303

子Iii的分Ｍ〔分析表変 完成した分散分析表

変動因｜自由度｜平万和｜平均平方変動因｜自由度｜万|ｚ万和

回帰 全回帰６１5.18016872 ２ 5.17710577

誤差’58711.66974744 回帰間 ４ 0.00306295’0.00076574

し－－

計

回帰計5９３１6.84991616 ６‘５．１８０１６８７２

誤差 1.6697474410.00284454587

計 593 6.84991616

Ｆ＝3.714＜Ｆｓｊ７（005)＝563

有意差なし。

回帰係数間の差の検定をなした結果，４～10に'''’１２～20""，２２～30c"２．の３iI1〔径級は，いずれも一括す

る事ができず，３２～60c"Jil1〔径級のみ一括する事ができる。

しり回帰常数間の差の検定

３２～60c"↓面径級については有意差が認められなかった為，回帰常数間の差の検定をする。

３２～60℃"J直径級を込みにして，菰和，平方和を計算する。
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，＝５９６

Ｘ２

805.593596

1.35166711

1309.26428s234457

1307.809898611084

1454389623373

1092.142421123914

1088.894365631227

3.248055492687

Ｙ

18610540874

3.12339073

3030.970457586211

3.022.046840707916

8.923616878295

2522二Of29375294641

2516.183568433965

5.845806860676

5838.171951336954

5814.319505994436

23.852“5342518

Ｘ1

967.593247

1.62341149

1574.8021512”2373

1570.737056678260

4.065456254113

和

平
斑

均
工
２
３
１
２
３
１
２
３

Ｘ２

Ｙ

回帰からの偏差平方和

Ｓｄｙｘ１ｘ２２＝1.68408394

推定の誤差分散と標準誤差

Ｓｙｘ１ｘ２２＝0.OO283994

Syxlx2＝0.05329109

回帰係数は，

ｂ]〃＝L84698835

b2〃＝0.97275622

回帰に帰因する平方和．

Ｓｻﾞ２＝22.16836140

完成した分散分析表予備的分散分析表

変動因｜自由度｜平方和 動因｜自由度｜平方和｜平均平方変

理｣6836,401回帰 回 鼎２１２２．１６８３６１４０ ２

回帰間差 帰間差４ 0.00306295 回 ４ 0.00306295

誤差 589 面間差 0.011273551.68102099 平 ２ 0.00563678

不明原因 587 1,6697474410.00284454計 595 23.85244534

計 595 23.85244534

Ｆ＝1.981＜Ｆ`:，(0.05)＝3.02

有意差なし。

よって，３２～60℃"J直径級は一括して材積式を求めるIIJができる｡.

以上の結果を収まとめれば次の通りとなる。



名古屋営林局広葉樹立木材積表調製説明書 1７

回帰係数間の差の検定

本籔|鯵瀞正直径級
平均された回帰係数
b／ ｂ２'

回帰間分散｜誤差分数ｌＦ

斜《+

18.828４～６０ 1７６９

番発

13.902４～３０ ０．０３０１５５３８ 0．００２１６９０１１１７３ 0.456 1.85220707 0.98689672

砦將

17.908

鵲磐

４．７３１

４～２０ 0.03812394 0.00212881792 0.983795661．８３１５１０４５

１２～３０ 0.ＯｌＯ４２ｌ４２１000220263762 1.045547321.92607567

３２～６０ 596 0.0007657410.00284454,3.714a630L940201411ql7087303１

回編平面間の差の検定

込みにした回帰係数
bl"－－－－－－ｂ２〃

平面間の
差の分散

不明原因’Ｆ

1,8469883510.97275622 0.00563678 0.00284454 Ｌ９８Ｉ

Ⅵ材積式の決定

樹種群間の検定において，６２℃'''以上を除く事によって有意差は認められなかった。叉，１０`刀2直径級毎

の検討の結果，３２～6ＯＣＷのみ有意差が認められず，４～10℃"４１２～20Cl"，２２～30℃、の各直径級につい

て，それぞれ有意差が認められた。

６２Cl〃以上については，２樹極群間の比較において既に一式と決定していた為，全体で５推定式を用いる

事が適当であることがわかった。決定し７こ材積式は次の通りである。

直径級｜本数 村 積 式

八
Ｙ

４～１０１４１１ 1.852021Ｘ，＋0.896175Ｘ2-1.169259
八

Ｙ＝＝1.857805Ｘ】＋1.084483Ｘｚ-1.368547１２～２０ 3８１

八
Ｙ

２２～３０ 3８１ 2.048645Ｘ,＋1.013891Ｘ3-1.535529

八
Ｙ

３２～６０１５９６ 1.846988Ｘ，＋0.972756X2-lJ89872

ハ

Ｙ二＝1.585865Ｘ,＋LO2599jX2-0.788823６２以上’１３７

」



1８材祇表調製業務)資料第１５月．

この材枇式は，対数に変換して計算したため，推定値にかたよりがあり，これを除く為次式により求めた

修正係数をもって修正する。

ユニム･ﾕ2箸、.（ｆ＝１０、

＝10ﾕｾﾞﾃﾑ(1,151293)（

但し，ｆ＝修正係数

｡邇Ｙ＝対数で表わされた推定値の分散

、＝資料数

修疋係数は次の通り。

直揺級’修正係数

`～,｡｜
１２～２０１

1.00559

1.00571

」

～３０ 1.005972２

～６０3２ 1，０７５４

６２以上 1.00755

修正された材憤式は次の通りである。

頂径級 村 秋 式

4～ｌＯｌｆ＝L852021X,+0.896175X､-4166839-

12～２０１９＝L857BD5X1＋1.084483X懲一4.366075
八

Ｙ＝2.048645Ｘ，＋】･Ｏ１３８９ＩＸ２-4.532942２２～３０

32＝６０１？＝1.8469B8X1+q972756X2-4・l8660B

62以｣二１?＝1.585865X]＋1.02599ｌｘ,-3.785556

Ⅶ材積表の適合度

材祇表の隙ii1i誤籠は，
八

二(jpgv-JQgv)２
，－３

によって計算されるもので，対数により表わされているが，材祇表の標準誤差は真数によらなければなら

ない。今，

／､８Ｖ＝ＸＶ＝10ｘ

とおきil?{i次の微分を省略して



ｆ'1古墨潤林同nK葉樹立木;材概表調製説Iﾘ]灘１９

sｖ＝l0xZDg巳l0Sx

が成立し，したがって，変数材祇の百分率標準誤差は近似的に，

手.,００=23026s“

によって表わされる。上式を本数のi1K万根で除したもので，材積表の百分蝋標準誤差を表わすと，次のjm

l〕となる。

Ｐ

直径級｜本数1着分率概躯誤差 ９５影イバ頼度
標率誤差

＄

0.5213
鯵

1．０２４～ＩＯｌ４１１

1２～２０１３８１ 1．０８0.5473

2２～３０１３８１ 0.5599 1.10

3２～６０１ ５９６１ 0.5030 0.99

６２以上’ １３７ 1．０５１７ ２．０８

Ⅷ材稜表使用上の注意

１．この立木材枇表は，名古屋営林局櫛内広莱樹に適用するものである。

２．この立木材賦表は，胸ifIi禰径（地｣二1.2ｍ）樹il1lを測定し，幹材枇を求めるものである。

３．この立木材枇表は，次式によって求めたもので，胸M：lIiL(径60ｃｍおよび，６２ｃｍのlidは，３点移動平均

法により修正し，平滑とした。

画 径級 村 式秋

～l01ZOgv＝L852021ZOgd＋0.896175肋gh＋5.833161４

～z01ZQgV＝1.857805Jogd÷1.O84483ZOgh＋5.6339251２

～３０１１．９v＝2.048645【Qgd-l-LO1389MQgh＋5.4670582２

～６０１ノDgv＝1.846988肋9.＋0.972756J0811＋5.8133923２

以上｜ノOgv＝1.585865/09.＋1.025”Imgh＋4.2144446２

ｖ＝聯材劉

ｈ＝樹ｉｉｌｌｉ

ｄ＝胸商頑径

但し，



２０ 材積表調製業務資料第15号

Ⅸ調製年月および担当者
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2．調製担当者

昭和３４年
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月
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県
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合
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〃
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〃
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貝
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2１名古屋憐林局広葉樹立木材欄表鯛製説明書

q

地況林況一蝿表（その１）第２表

…|綴懲雇|…|…|爾鬮|念
林 況況

斜|混合歩合|糖|瀞|林柵|樹、方位|煩

'０１１１１ 広 広Illll7zい’皆川

進’

１３．いｉ

２１ＷⅣ Iｌ１ＬＩＯＯ富Ｉ[Ｉ

立
鴬

90.42

針ＮＩＯＯ 密

緩
巾
趣

34.24 スギ。カラ寺ツ

Ｎ５

Ｌ９５

Ｎ４５

Ｌ５５

ＮＩＯ

Ｌｇ０

Ｌ１ｍ

総川|::Ｗ
ｌｌ

ｌ４ｑは，，
I６５．い，〃

広
混
広
〃
混
広
混
広
〃

広

ヒノキ０ネズコ
ＵＳ

ヒノキ

唾

１lx

中
〃
〃
〃
密
〃
〃
〃
〃
頓
〃

Ｉ

M]；１１１

ｗ
耐

０229.08

っ
』
〃
〃

206.58 〃

ＥＮ63.80

８
０

〃
〃
〃
〃

－

〃

Ｗ,ＥＮ77.46

Ｎ６９

Ｌ３１

Ｎｌ６

Ｌ８４

Ｎｚ８

Ｌ７Ｚ

Ｌ１００

Ｌ１００

趣
〃
〃
中
〃

急
〃
〃
〃

＝メツガ･シラペ０
ｵ.ズコリｉ

とノキ０．リワラ
115

ヒノキ０ネズコ
Ⅸ

広

〃

神岡神岡

ｗ
ｗ
Ｎ
亜
Ｅ

280.2630．い

。
’
〃
（
二

（
色

〃

〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃

79,1386．い

３２１２０87．い

223.96’９７°し、

ｉｌＯＯ・ぃ

齋川い、
’７.な

56.44 〃

Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ

０
０
０
０

３
７
１
９

ヒノキ
ｕＳ

ｌニノキ
ｕＳ

ヒノキ･ヒメコマツ
ＩＩＳ

ヒメコマツ

ｌｊ４

ヒノキ

雌

混ＥＳＮＷ

ＳＥ

ＥＷＮＷ

ＥＷ

ＳＥ

ＮＥ

ＮＷ

古川 92.05

23.93

〃
〃
７
０

〃
〃

広
混

４５Ｉ２４８．２４１１．い

11．あ

32.と

34．お

35．い

〃

〃
〃
〃
〃

5５

２
８
７
３
０
０
０
０
３
７
５
５

９
９
１
９
２
８
７
２
８
１

広
〃
〃
〃

Ｂ
ｂ
〃
〃

４

7.46

〃
〃

84.52 〃

〃
〃

66.07

〃
〃

〃
〃

185.17 〃

Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ

ヒノキ，キズコ
ｕＫ

混
針
〃
広
温
〃
針

闘山’19．（、

疎
密

iI15111

ｗ
、

16.48〃

〃
〃

ヒノキ。ネズー
サフラ34．い 〃’36.50 綴

コメヅガ

モミＵＳ

ｌｴペ

ウヒ９
６
９
８

Ｎ８０

Ｌ２０

ＬｌＯＯ

Ｎ７２

Ｌ２８

Ｎ６５

Ｌ３５

久々野 久々野 第一皆川

〃

〃

〃

皆ノ１１

〃

ＳＳＷ

Ｎ･ＷＥ

Ｎ・ＳＷ

Ｗ・ＮＥ

ＷＳ

ｄ
ｕ
ａ

５
６
７

１
１
１

93.88

44.06

66.88

い
に
い

〃

〃
〃
〃

〃

トウヒ。モミ
ｕＳFII急

２
〃
〃
〃

ヒノキ・趣ロマツ
ｕ６290.と 84.64

Ｎ１００ カラマツ

小坂 小坂 34．ろ

35．い

3.44

69.48
Ｎ５

Ｌ９５
ヒノキ

唖11:’ 広Ｗ･Ｎ 1０



2２ 材積表調製業務資料第１５月・

地況林混一覧表（その２）第２表

蝋MiAni;雨|砺鞠
祝

営林署 経営区 林小班 作業級 面積

瀞|林相|樹藤
小坂 小坂 皆用

〃

３６．い

37．ろ

９
６
９
８
０
５
７
０
５
３

４
８
３
８
７

１
４
２
４
１

８
４
４
７
９

６
９
６
７
５
６
３
８
０
９

９
５
６
２
４

０
９
８
７
９

３
８
９
５
８

●
■

●
■

●
●

０
●

■
。

●
●

巳
●

●
●

●
⑪

●

９
７
７
７
２
３
６
９
７
０

９
４
２
３
８

８
１
８
７
５

１
６
７
４
３

３
３
７

１
２

４
１
４
３

２
１

１

２
９
５
８
９

１
２
２
３

Ｎ｜中

ＷＮｌ念

ＮＷｌ〃

０
０
０
５
５
５
５
５
５
０
０
０
０
０

０
９
１
９

４
６
４
５
５
５
５
５
Ｏ
ｌ

Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｌ

広
針
〃
混
〃
〃
〃
広
針
混
〃
〃
針
〃

２
〃
〃
〃
〃

１０中 広

ヒノキ
座

ヒノキ．ヒパ

ｕ；

密
中
密
〃

１
口
「
ｉ

〃
〃
７
〃

130．ろ〃

ヒノキ。サワラ
ＢＤ

ＬＩ、下呂下呂 ４・ほ｜〃

５．ほ〃

９．に〃

】５．い〃

５８．い，〃

106．い’〃

122．ぃ〃

２０いｌ’
４５．ろ〃

Ｎ｜〃

ｗ
ｗ
ｗ
”
Ｗ
Ｓ
Ｅ
評
〃
Ｅ
耐
巫
諏
巫

〃
〃
〃
広
拝

上

〃
中
急
〃
〃
〃

５
０
７
９
８

１

疎
密
巾
密
〃

３
２

Ｎ１００

Ｎ３５

Ｌ６５

Ｎ６O

Ｌ４０

Ｎ５O

Ｌ５０

Ｎ］００

２ ヒノキ
Ｕベ

付知

壗
急
〃
〃
御
中
〃
櫓
〃
〃
巾
急
〃
〃
中
〃

Ｉ

Ｆ

ヒノキ。サワラ．
モミ。虫

ヒノキロサワラ
広

喪木曽

〃
〃
〃
〃

ll3・は

１１３．に

157．い

６３．い

６４．ぃ

６６．い

７１．ぃ

８３．い

２４．は

２７．ぃ

２８．い

184．い

152.に

154．い

用
用

用
用

〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

択
皆

択
皆

ヒノキ

〃Ｎ１００

Ｎ６O

Ｌ４０

Ｎ３５

Ｌ６５

Ｎs５

Ｌ４５

Ｎ４O

Ｌ６０

Ｎ１００

Ｎ５O

Ｌ５０

混｜ツキ･ヒパｌＬｉ

中津川

３
２
〃

モミロツガ
Ｔ;．恵那

中
〃
〃
〃
〃
密
疎
〃
〃
中
〃

６
〃
〃
〃
７

〃
〃
〃
針
混
針
〃
〃
混
針
〃

〃

〃

ヒノキ〃，ＳＷ

〃〃 ヅ灯。サワラ
ｌＬｉ

岐阜 美濃

Ｎ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｎ
Ｌ

Ｎ
露
ｓ
麺
諏
麺

ＩＯＯＩＩ３

だへ

ヒノキ

３
〃
〃
〃
〃

:il,
ヒノキ．マツ.ツガ，

広

〃

〃
ｎ
ｏ
ｏ
グ
、
）
０
１

２０

５５

４５

１００

７７

２３

マツ，シイ

その他底

クロマツ

アカマツ岡崎｜岡崎

〃’21.02〃 カアマヅ０モミ

底

ノ



泡３名古屋営林局広葉樹立木材積表調製説明謝

樹種別，直径階別本数集計表第３表

曾
仙4～10112～２０１２？～３０１３２～４０１４２～５０１５２～60162以上

4７３

１０４

１９２

３

１０４

６
４
６
９

５
０
－
１

１
７

２
３
１
１

１

０
５
８
６

２
１
２

７
Ｉ

ナ
リ
ラ
イ
ミ

レノ力
〆

ワ
〆

舎
フ
ク
ナ
シ
サ○

６
５
１
９

７
３
６
Ｉ

６
９
８
３

６
１
３
２

３
４
０
４

４
１
２
Ｉ

１
５
３
－
７

０
２
１

１ １
２
６
２
６

８
１
１
Ｉ

1３４

１１１

５

８

３０

２
３
４
２
７

２

４］

1０

2０

３７

７
５

１
Ｉ

2７

３５

カンバ

ミズメ

ハンノキ
シデ
ー レ ９ ５７ ２

３
６
８
７
０

８
１
３

ケヤキ
○力ツラ

ブコシ

○ホホノキ
サクラ

９
３
８
７

－
２

９
２
７
７

３

９
２
９
１

０
５

１

８

４
１
８
４

２
２
Ⅱ

１
－
４
５
７

１

７
２
６
９
８

１
３
９
６

１
Ｉ

５
４
３
８
８

２
２
１

１

１１

２１

１３

１３

○キハダ
カエデ

トチノキ

シナノキ

○センノキ

０
７
９
７

３
２
２

１
３
８
６

１

４１

２４

１８

１３

４
４
８
４

４ 釦
１
１
６
４

７
１
１
５
２

４
６

○ミズキ
エゴ．ノキ
アオダモ
ソ三ゴ

アオハダ

７
１
２
９

２

２
６
１
１
１

２

６ ３

ツ
キ
ワ
シ
ド

ゼ
グ
ナ
マ

カ
ポ
カ

ン
マ
ン
ナ

ゴ
サ
ヤ
ケ
ナ

２
４
１
３
１

１
１
２
２
１
６

２
４
３

ツパキ

カシ

コナシ

リヨウブ
ヤマズミ

コバノトネリコ
ノリクヅギ
ァズキナシ

サルスベリ

○シオジ
・ザツ

】

１

１

５３ ６ ２

4０ 927３385 384 ２８４ 8８４１５

○印はサワクルミ群



２４ 村Ｆ１（表調製業務資料第15号

久々野営林署樹種別，直径階別本数表

Ｕ；zＺＦ－３Ｌ 4Ｕ４Ｚ～５【）１５ｺ戸一nＵｌｆ

○印はサワクルミ群

計

4-'ol12-2ol璽二２９|翌二`Cl…．'…

‐
Ｉ

０
６
３
０
５
０
５

２
１
２
３
２
２
１

２
６
５

３
３
１

■
■
■
Ⅱ

２
２
Ｉ

３
３
６

５
４

２
３

１
２
８
２

５
３
３

９
６

５
４
５

８
８

５
３

２
５
０
３

１

４

５

４

1０

９

』一方計卦■毎守口争勿Ｔ》打恥仁ふい■苧》刑一望打」野年ヨー

62以上

計 4３ 5８ 5９ ３９ 2６ ７ ５ 237



満古屋営林局広葉樹立木材激表調製説明書

樹駈別，直径階別本数表

2５

神岡営林署

12～２０１２２～３０１３２～４０１４２～５０１５２～６０１６２以上｜計4～1０

０
６
３

４ナ
リ
ラ
イ
ミ

レノ方
シ

ワ
》

ブ
ク
ナ
シ
サ○

４ ]８

６
５
４

３ ６
３
５

３

５
５
６

１
１
１

１

８

２

３ ５ 8 ３ ２０カンバ

ミズメ

ハンノキ
シデ
ーし

ケヤキ

○力ツラ
ブコシ

Ｏホホノキ
サクラ

１

１

５

６

１

１

４２ ３ ２

９
２
７

１

ダ
デ
キ
キ
キ

ノ
ノ
ノ

ハ
エ
チ
ナ
ン

キ
カ
ト
シ
セ

○
○

９
３
３

４

４
４
５
２

１

Ｏミズキ
エゴノキ

アオダモ
ゾヨゴ

アオハダ

ヅ
キ
ワ
シ
ド

ゼ
グ
ナ
マ

カ
ポ
カ

ン
マ
ン
ナ

ゴ
サ
ヤ
ケ
ナ

２ ３

ツパキ
カシ

コナシ

リヨウプ
ヤマズミ

コパノトネリコ

ノリウツギ
アズキナシ

サルスペリ
○シオジ
ザツ

言l－ｒ７

計

９８ 4７ ６０ 5８ 223

○印はサワクルミ群



2６材積表調製業務資料第15号

高山営林署樹種別，直径階別本数表

22～３０１３２～４０１４２～５０１５２～６０１６２以上｜計.４～1０ １２～2０

９
２

【
ロ
４

０
１

1１ ３ ３８

Ⅱ

ナ
リ
ラ
イ
ミ

レノク
シ

ワ

鯵
フ
ク
ナ
シ
サ。

２

２
９カンバ

ズメ
ー

ミ

ノ、：’ノキ
シデ

レー

３ ４

ケヤキ
･力ツラ
コプシ

･ホホノキ
サクラ

２
７

１
６
２

２
２

１

４

４
狸
２４

○キハダ
゛力エデ

トチノキ
シナノキ

。センノキ

８
２

４
３
４

１

３

２

●ミズキ
エゴノキ
アオダモ
ゾヨゴ

アオハダ

２ ４２

ツ
キ
ワ
シ
ド

ゼ
グ
ナ
マ

カ
ポ
カ

ン
マ
ン
ナ

ゴ
サ
ャ
ケ
ナ

ツバキ

カシ

コナシ

リヨウブ
ヤマズミ

コバノトネリコ
ノリウツギ
アズキナシ

サルスベリ

･シオジ
ザツ

９ 4２ 5２ 2３ ７ ４ ３８

○印はサワクルミ群



名古屋営林局広葉樹立木材倒表鮒製脱明番

樹極刑，直径階別本数表

2７

ＭＭｉｌｌｌ営林署

豚愈迅 4～ｌＯｌｌ２～２０１２２～３０１３２～４０１４２～５０１５２～６０１６２以上’計

1４０

２

２５

】９

９
－
２
３

１

1４ 2４

９

３
２
２

１８
２
２

１

２１

ナ
リ
ラ
イ
ミルカ
〆

呵
〆

プ
ク
ナ
シ
サ○

１
１
９
２

３

５ ４

ワ
』
、
０
４

０
１△

３
４

カンバ

ミズメ

ハンノキ

シデ
レ

ー

ー
５

ヤキ

ツラ
ブシ

ノキ

クラ

ケ
カ
コ
ホ
サ

○
○

８
２

１
１

２

４
５

２
２

７
２

２

○キハダ
カエデ

トチノキ
シナノキ

○センノキ

５
４
３
８

４
３
１

２
７
４
２

２
９
５
４

８
８
３

４
５
１

６
２

６
５

４
４
６

○ミズ・キ
エゴノキ

アオダモ
ゾヨゴ

アオハダ

３ツ
キ
ワ
シ
ド

ゼ
グ
ナ
マ

カ
ポ
カ

ン
マ
ン
ナ

ゴ
サ
ヤ
ケ
ナ

２

ツバキ

カシ

コナシ

リヨウブ
ヤマズミ

コバノトネリコ
ノリウツギ
ァズキナシ

サルスペリ
○シオジ
ザツ ５５６３

3625５3３3３ 4２８０ 6４ 5５

○印はサワクルミ群



材積表調製業務資料第15号

樹lIi別，直径階別本数表

2８

古川営林署

4～ＩＯｌｌ２～２０１２２～３０１３２～４０１４２～5，’５２～６０１６２以上｜計

１０

３
３
５

２ナ
リ
ラ
イ
ミルヶ
シ

万
プ

プ
ク
ナ
シ
サ○

６
５
４
３

１
１

５
４

1２ ２

３
５
３
３

７
１
２

２３

Ｉカンバ
ミズメ
ハンノキ

シデ
ーし

２

ケヤキ

○力ツラ
コブシ

○Jホホノキ
サクラ

４
３

３

３
２
２

０
９
７
８

５
３

２
２

２
２
３
１

○キハダ
カエデ
トチノキ
シナノキ

Ｏセンノキ

７
５
９

１
２
５

２
３

５ ２

２

Ｏミズキ
ェゴノキ
ァオダモ
ゾヨゴ

アオハダ

５

ツ
キ
ワ
シ
ド

ゼ
グ
ナ
マ

カ
ポ
カ

ン
マ
ン
ナ

・
コ
サ
ヤ
ケ
ナ

シバキ

カシ
コナシ

リヨウプ
ヤマズミ

コバノトネリコ
ノリウツギ
アズキナシ

サルスベリ
○シオジ
ザツ

１

２

１

4９ 2５ ４ ，3５ ６７ 207８

○印はサワクルミ群



名古屋営林局広葉樹立木材積表調製説明轡

下呂営淋署樹祇別，直径階別本数表

2９

窪％ 12～２０１２２～３０１３２～４０１４２～５０１５２～６０１．６２以上Ｉ計4～1０

２
３
９
６

１
Ｉ

６

５
２
２

３

２
２

３
０
２

４

２
４
１

３ Ⅲ

２

５３

５
２
１
３

４ 1１

２

３

１

１

２3８ 2４ ９ ８ ５６ １

○印はサワクルミ群



村．秘表調製業務資瀧卜第15号

樹種別，直篠階別本数表

3０

樹'11燭林署

r虚｣篦L蔓ｉｉＷ咋麺|…Cl§2二』｡|“~鋤|錘~釦|“ }ロ

2９

６
３
８

５
Ｉ

３

ナ
リ
ラ
イ
ミ

、
ル

力
尹

可
）

プ
ク
ナ
シ
サ○

４
４
８

４

２

９

２６２１カンバ
ミズ.メ

ハンノキ
シデ

レ

,ケヤキ

○力ツラ
コプシ

○ホホノキ
サクラ

２

２
３

５
９
４

３

５
１
０
１
１

○キハダ
カエデ
トチノキ
シナノキ

○センノキ

1４７７○ミズキ
ェゴノキ

ァオダモ
ゾヨゴ

アオハダ

ツ
キ
ワ
シ
ド

ゼ
グ
ナ
マ

カ
ポ
カ

ン
マ
ン
ナ

ゴ
サ
ヤ
ケ
ナ

パキ
シ

ナシ

ョウプ
マズミ

ツ
カ
コ
リ
ヤ

コパノトネリコ

ノリウツギ
アズキナシ
サルスベリ
○シオジ
ザツ

３０ 5０３４４訂 7２

○印はサワクルミ群



名古屋悩櫛局Lti葉樹立木材ii1l表調製説明書

I|可灘Ill営林署樹種別，槙篠階別本数表

3１

4～1０ 12～２０１２２～３０１３２～４０１４２～５０１５２～６０１．６２以_'二’計

４
７
３

８
３

７
３

７
２

”
旧
９

５

５
５
２

１

４ ５ ３

２

４

１

１
９
４

１

６
２ ２

２

１
０
５
２
８

２

５
４
５

１ ２
２
１
３

３

０
４
３
８

３
１
Ｉ

３

５

１
１

3８ 48 3４ ２ 1３ 6６

Ｏ印はサワクルミ群



、村ＦＭ表調製業務資.料第15号

樹柧別，直掻階別本数表

3２

小坂営林署

１m、m｢-哩麺'-4-'｡''…|…|…|蝿~麺|…｡'処Ll:’

ナ
リ
ラ
イ
ミルカ
ダワ

プ
ク
ナ
シ
サ○

２ ２ ６

５
２

９
４

５
３

５
４

４
５

”
ねカンパ

ズ〆
￣

ミ

ノ、ンノキ

シデ
ーし

キ
ラ
シ
キ
ラ

ノ

ャ
ッ
プ
・
ク

ホ

ケ
カ
コ
ホ
サ

○
○

○キハダ
カエデ

トチノキ
シブーノキ

○センノキ

○ミズキ
ェゴノキ
アオダモ
ゾヨゴ

ァオハダ

ツ
キ
ワ
シ
ド

ゼ
グ
ナ
マ

カ
ポ
カ

ン
マ
ン
ナ

ゴ
サ
ヤ
ケ
ナ

ツバキ
カシ

コナシ

リヨウプ
ヤマズミ

コ
ギ
シ
リ
ジ
ヅ

初
ツ
ナ
ベ

ト
ウ
キ
ス
オ
ー
‐

〉
リ
ズ
ル

ノコ
ノ
ア
サ
シ
ザ

○
・
Ｉ

酢
８１ ， ， ３ ２ 5４８ ２

○印はサワクルミ群



3３樹古屋営林局広葉樹立木材敏表捌製税明瞥

岐阜営林署樹孤別，直径階別本数表

nｕＩＥ

○印はサワクルミ群

緩級
～

4～1０ １２～2０ 22～3０ 32～4０

２
０
１
３

２
１

４
１

２
４

ナ
リ
ラ
イ
ミ
パ
メ
キ
デ
レ
キ
ラ
シ
キ
ラ
ダ
デ
キ
キ
キ
キ
キ
モ
ゴ
ダ
ツ
キ
ワ
シ
ド
キ
シ
シ
プ
ミ
コ
ギ
シ
リ
ジ
ッ

ウ
ズ
抑
ツ
ナ
ペ

レ

ノ
ダ
ハ
ゼ
グ
ナ
マ

ノ
ノ

ノ
ノ
ノ
ノ

ク
ン
ズ

ヤ
ッ
ブ
ク
ハ
エ

ズ
ヨ

カ
ポ
カ
バ
ナ

ト
ウ
キ
ス
オ

ゴ
オ
オ
ン
マ
〉
）
ナ

ン
チ
ナ
ン

ョ
マ
〉
リ
ズ
ル

ホ
ワ

ノ

プ
ク
ナ
シ
サ
カ
ミ
ハ
シ
ニ

ケ
カ
コ
ホ
サ
キ
カ
ト
シ
セ
ミ
エ
ア
ゾ
ア
ゴ
サ
ヤ
ケ
ナ
ツ
カ
コ
リ
ヤ
コ
ノ
ア
サ
シ
ザ

○
○
○

○
○
○

○

１

４
１
９
１
２

７
２

０
１
３

１

４６
２

計 5６ 1７ ２３ ８ ４ 1０９



材馴表調製業務資料’第15号

樹孤別，直径階別本数表．

3４

付知営林署

1Kﾋﾟﾋﾞﾐi１ｌ１ 4～１０１１２～２０１２２～３０１３２～４０１４２～５０１５２～６０１６２以上’計
樹・極

プナ

クリ
ナラ

シイ

○サワクルミ

１
７
２

２
２
６
２

１４
２

２

２

２カンバ

ミズメ

ハンノキ
シデ

レ

５
５
１
２

２

ケヤキ

○力ツラ
コプシ

○ホホノキ
サクラ

２ ２

○キハダ
カエデ

トチノキ
シナノキ

○センノキ

３ ３

８
２

Ｏミズキ
ェゴノキ
アオダモ
ソヨゴ

アオハダ

ツ
キ
ワ
シ
ド

ゼ
グ
ナ
マ

カ
ポ
カ

ン
マ
ン
ナ

傘
コ
サ
ヤ
ケ
ナ

ツバキ
カシ

コナシ

リヨウプ
ヤマズミ

コパノトネリコ
ノリウツギ
アズキナシ
サルスペリ

○シオジ
ザツ

計 ６ ４ ６ ２０ ４８２

○印はサワクルミ群



樹古屋樹林同広葉樹立木材馴表調製説明書

樹種別，直径階別本数表

3５

附崎営林署

､－－志-1藝竺』坐’
１
－

4～lOll2～２０１２２～３０１３２～４０１４２～５０１５２～６０１６２以上’計

ｂ
■
①
０
『
｜
■
■
０
‐

０
．
０
日
■
Ⅵ
０
０
■
■
Ｕ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
■
■

”
粥

ナ
リ
ラ
イ
ミ

レノガ
ン

ワ

プ
ク
ナ
シ
サ○

４
６
１
Ｉ

５
７
１
Ｉ

カンバ

ミズメ

ハンノキ
シデ
ーし

２２

ケヤキ

○力ツラ
コプシ

Ｏホホノキ
サクラ

１

１１

１２

１
８
７

４

○キハダ
カエデ

トチノキ
シナノキ

○センノキ

８

○ミズキ
エゴノキ
アオダモ
ゾヨゴ

アオハダ

６
４

３
２

５
２

１
２

１
２
２

ツ
キ
ワ
シ
ド

ゼ
グ
ナ
マ

カ
ポ
カ

ン
マ
ン
ナ

ゴ
サ
ヤ
ケ
ナ

ツバキ

カシ

コナシ

リヨウブ
ヤマズミ

コパノトネリコ
ノリウツギ
アズキナシ
サルスベリ
○シオジ
ザツ

２

卜一
書
Ⅱ ４７

○印はサワクルミ群



材蔽11表調製業務資料第15号

樹問階直径階別本数表

3６

第４表

４１６１８’１０１１２１１４１Ｉ６１ＩＢｌ２０１２２１２４１２６１２Ｂｌ３０１３２１３４

２
８
９
７
９
７

７
８
６
６
８
１
３

２
３
２

１

３
３
７
７
０
１
８
１
２

１
２
２
３
１

４
１
４
２
１
２
８
６

１
１
３
３
２

５
６
３
４
９
８
６
４

１
１
１

２
３
５
８
６
７
１
５
６
６

１
Ｉ

３
０
２
９
３
３
８
６

１
１
１
１
－

１
３
３
５
５
４
９
２
９
１
６
４
１

１
１

１

３
７
３
４
５
９
１
７
４
２
４
２

１

２
３
２
５
９
８
５
３
９
９
６

１
Ｉ

３
２
３
２
１
９
３
７
０
２
８

１
１

１

２
２
５
９
５
７
５
３
０
７
３

１
１

２
３
３
２
５
０
７
９
９
６

１

５
７
８
７
３
１
１
３
４
４
２

１
１
１

２
３

２

２
５
４
８
６
６
５
４
５
５
３
３

４
５
８
７
３
６
５
２
４

１
１

３

２
３

２
４
２

２

２

２

ﾄﾄ|，｡ルト 鴎|，,|･ﾙ,卜１．，４３ 1］９１１２２ 1３１



街古屋徴.林局広葉樹立木材馴表調製説明轡

樹ｉＩ;；階禰径階別本数表（紬）

3７

6６１６８１７０6０１６２１６４３６１３８Ｉ４０１４２１４４１４６１４８１５０１５２１５４ｉ５６１５８

２

２
２

５
４
６
０
３
７

１

２
３
５
２

２

６
２
２
５
６

２

２
２
１
６
２
５
２
４
２
４
２

２

３

４
６
５
６
７
４
２

１
８
１
５
３
２
５
２
３

２
２

３
３

１

３

３
４
４
３
３
７
２
３

２
５

２
４
３
２

３
８
２
８
３
２
２
２

２
５
３
３
７

２
３
４
４
９
２
４

５
３
３
３

２３

５
８
２
４
１
４

２
８
６
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材楓表調製.業務…資料第151Ｊ

樹脚階臘径階別本数．表（綴）
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名古屋営林局広葉樹立木材積表調製説明智

洲査個所一覧表（その1）
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第５表
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材耐Ｘ表調製業ＺＺＨｆ料第15号

調査個所一覧表（その２）
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第５表
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4１名古屋営林局広莱樹立木材枇表調製説明書

営林署別直径階別本数表第６表
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4２ 材欄衣調製業務資料第158

第１図ｌ[l材徹衣材繭に対する突測1/L均材側のjIZi合状態
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特古屋営林局広葉樹立木材積表調製説明識

棄却水一覧表

4３

第７表
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4４ 村穂麦調製業務資料第15号

第８表直掻階樹闘階別

、
Ｈ

」

J･UUKjW

｡.00408

ｺ､00508

ｺ.OO586

j-nn5IQ

j･UU765

DpO85C

D･OO9B8

DnIlコロ

人
Ｉ
１

Ｊ
Ｊ
１

4ＺＵ

５９７

ＢＢｎ ;::雲り:|:::票:|：::！;：

ＪｏＵｌ２ａ，

､､Ｏｌ５９９

ｌＯｌ８ＩＩ

LLOZO7E

DoO250T

DD270［

0.03316

］０３１５［

｣.UBUZu

Dp3654

DD3827

Dp4173

mO4912

J･Ｕ４５４

ＤＤ４８Ｉ

ＤＤ５４３

〕oO606

flnfH75 '１鑿'１

Ｕ
Ｒ
ブ
ー
【
』

ｿＵＵ

６２７

４８４

且ｄｎ

」.ｎ．上 J・UDJ112

ｺ.O6599

nO644i

Jp94DE

D､I330E

D」。53･

Ｌ
□
０
０
曰

ｌ９９Ｌ

３７９ｆ

Ｕ
０
０
０
０

ｿUU6

1500

1Ho月

別
】
■
』
Ｊ
■

蝿
旧

１；1６５ ’四

],UL

563C

ﾖ05名

u25411

q277B8

u2B6S6

q27570

D35JlZm

■■

、

巴

､■

二日

ｕ
Ⅲ
げ
【
Ⅱ
Ⅵ

-つ［

泌
餌
的
制
翠

３
４
５

３
３
３



名古屋営林局広葉樹立木材積表調製説UI1苫

平均材秋表（その１）
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材積表調製業務資料第１５月・

第８表直径階樹,樹階別
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名古屋徴林励広莱樹立木材秘表綱製説明諜

平均材穂麦（その２）
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村測量I:調製Ｉ業務資料第15号

直径階樹高階別平均材蔵表（その３）（続）
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名古屋営林局広葉樹立木材積表調製説明書

第２図資材収集位置図
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5０ 村･積表調製>業務jｉｆ料；第15号

第３図胸高直経に対する幹材樹の散布図

胸高直径対幹材積

．：轍I

潔

幹
材
柵

ヴ

０
ｂＰ

つ

510２０３０００５０６０７０６０１０Ｏ

ＩＣ正I】
胸ｒｉｌｉｉｄ齢

第４図樹高に対する幹材積の散布図

樹高対幹材積

５１０

ＭＩ

203010(、）

商



5１名T』J屋営林liij広葉樹立木材枇我調製説Ｉ）jノド

第５図新村枇衣に対する尖測平均材枇の適合状態
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材樹表調製業勝資料第15K）5２

第６図材概麦の比較
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名古塁徴林１１i)麿葉樹立木材捌麦調製説明i1$

第７図ｉｔ（経級別：材積ｌｌＩｌ線
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材枇表調製業務資料策15日・

摘要

5４

1．現行材枇表の適否を簡易な図｣二検討の結果，胸高直径３０ｃｍをﾙI心に，上下いずれも現行材枇表材枇が

過大な傾向にあった。

2．資料の収災は，調製要綱に基づきＩＷＬｌ分布地域全般に亙り，立木処分地，直営生産個所等をも利用し，

階個別にほぼ同本数に近ずけるため，Ｗｉ水仙に収集補充し，総数1927本を得た。

3．広葉樹は多くの樹顧と多菰多ｌｉｉ１な樹遡をもっていて，樹iiK征の材馴衣調製は極めて困難な為，利用面を

湾噸の上樹型の区分をした。

この分類について，近藤助氏の羽状型，瀞状型の２つに区分し，II1lN1的（払張型）なものは辮状型とし

た。ここでは，羽状型をサワクルミ群．講状型をブナ，ナラ群として区分した。

4．爽験式は，111水和ilMi博士の，Ｖ＝l0nDblHb2式によった。

5．棄却木は，ブナ，ナラ群14本，サワクルミ群７本となった。

6．樹IiIiil鮒ｌｌの検定において，２群の，６２ｃｍ以上を除いﾌﾟﾆifl径級（4～60ｃｍ）には有意錐は腿められ

ず，一括する111ができ，叉，６２ｃｍ以上について２群間の有趣性の検定を行っﾌﾞこところ有意錐は栂められ

なかった。

７．１０cmifi径級毎の材剛式間の差の検定を行なっﾌﾞﾆ結果次の５材就式が適当である結果となっﾌﾟﾆ。

微滴径級 村 式

４－１０１ノ０９Ｖ＝1.852021/ogd＋q896I75Jpgh＋5.833161

１２－２０１ノogv＝LB57805Jogd-I-1・O84483jogh＋5.633925

２２－３０１ルgv＝2.048645んgd÷1.01389I/Ogh＋5.467058

３２－６０１〃gv＝】､846988！。9.＋0.972756ﾉogh＋5.813392

６２以上｜ノ(】9V＝1.585865/ogd＋1.025991ルgh＋4.214444

但し，

ｖ＝幹材馴

ｄ＝lMji1派[擁

ｈ＝樹商

８．村jii1i表は５classの材祇式から綱製したが，class間の俵統について第７図の如く，４～10ｃｍの材概式

と，１２～20ｃｍの材蔵式，および，２２～30ｃｍの材積式と３２～60ｃｍの材積式間においては，村ＢＭＩ線の

接続は，ほぼ一致しているが，３２～60ｃｍの材馴式と，６２ｃｍ以｣二の材徹式間にはギャップが生じた。

9.．iMt材柧のうち，胸i斑iI鉦径60ｃｍおよび62ｃｍの値は，すべて３点多ml平均法により修正した。








